
 

 

 

 

 

 

４月１８日（木）に６年生が実施した令和６年度の全国学力学習状況調査の結果が報告されました。本校

の結果についてお知らせします。この結果を今後の教育活動に生かしていきます。６年生以外の保護者の皆

様も、現在の相生小の学びについて、日本の教育で求められている力について関心を持っていただければと

思います。 

【国語科】・・・全国平均より高い正答率であった。 

 全国と比べ正答率が高かったのは、２三「文章の下線部の言葉を、漢字を使って書き表す。」問題、２二「文

章の空欄部分に入る内容を、取材メモを基にして書く。」問題であった。本校は３年前より毎週木曜日の朝学習で

漢字テストや計算テストなどの基礎基本を定着させるための学習を行ってきた。漢字を読めるだけではなく、書

けるように学習を進めてきた成果と言える。また、日々の学習で、課題に対し自分の考えを書く活動に力を入れ

て指導をしてきたので、書くことに抵抗なくメモを基に条件に沿って１００文字程度の文章を書くことができた

と思われる。この問題の無回答率が全国平均より低かったことも評価できる。  

《全国と比べ正答率が高かった問題》２三、２二 

２三  下線部を漢字で書く。  アきょうぎの作戦をかんがえたりします。   上級生が遠くからボールをイなげる。  
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【算数科】・・・全国平均より高い正答率であった。 
 正答率が高かったのは、３（３）「直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く」問題と

５（３）「折れ線グラフから開花日の月について、３月の回数と４月の回数違いが最も大きい年代を読み取り、

その年代について３月の回数と４月の回数の違いを書く」問題であった。 

 正答率が低かったのは、４(１)「５４０÷０．６を計算する」問題であった。 

【高山さんの文章】の空欄に入る内容を「高山

さんの取材メモ」を基にして書く。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

６７．０ ５７．５ ５６．６ 
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《全国と比べ正答率が高かった問題》 ３（３）、５（３） 

３（３） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全国と比べ正答率が低かった問題》 ４（１） 

家から学校までの歩数は、５４０÷０．６の式で求めることができます。５４０÷０．６を計算しましょう。 

 

 

 

 

《全国的に正答率が低かった問題》 ４（３） 

 

 

  

 

 

 

 

 

直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積を求める

式を書く 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

５０．６ ３６．６ ３６．５ 

折れ線グラフから開花日の月について、３月の回数と４月

の回数違いが最も大きい年代を読み取り、その年代につい

て３月の回数と４月の回数の違いを書く 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

５７．３ ４３．０ ４４．０ 

除数が小数である場合の除法の計算をすることができるかどうかをみる。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

６４．０ ６７．０ ７０．１ 

道のりが等しい場合の速さについて時間を基に判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述することができるか
どうかをみる。 

正答率（％） 

本校 静岡県（公立） 全国（公立） 

３３．７ ２８．６ ３１．０ 



【児童質問紙】 
◎…全国よりよい表れが出ている設問 △…全国よりやや落ちている設問 

設     問 
当てはまる・どちらかといえば当てはまる 

本 校 全 国 

◎自分にはよいところがあると思いますか。 88.6％ 84.1％ 

◎学校に行くのは楽しいと思いますか。 88.7％ 84.8％ 

◎自分と違う意見について考えるのは、楽しいと思いますか。 80.7％ 75.8％ 

◎分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか。 
84.1％ 80.7％ 

◎学校の授業時間以外に普段（月～金）1 日当たりどれくらいの勉強をしますか。

【1 時間以上と答えた児童の割合】 
64.8％ 54.8％ 

◎５年生までに受けた授業で ICT 機器を週３回以上使用していた。 94.3％ 59.5％ 

◎５年生までの学習の中で、PC タブレットなどの ITC 機器を使用することについ

て次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。 

・自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。 

・楽しみながら学習を進めることができる。 

・友達と協力しながら学習を進めることができる。 

 

 

95.4％ 

94.3％ 

95.5％ 

 

 

85.5％ 

86.0％ 

87.1％ 

◎５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいましたか。 86.4％ 81.9％ 

◎授業で学んだことを次の学習や実生活に結びつけて考えたり生かしたりするこ

とができると思いますか。 
86.4％ 83.7％ 

◎国語の勉強は好きですか。 71.6％ 62.0％ 

◎国語の授業で、言葉には相手との好ましい関係をつくる働きがあることを学んでいますか。 91.0％ 83.9％ 

◎算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 97.8％ 94.1％ 

◎算数の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしていますか。 69.3％ 63.6％ 

◎英語の勉強は好きですか。 84.0％ 69.3％ 

△学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広めたりする

ことができていますか。 
78.4％ 86.3％ 

△５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま

く伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか。 
60.7％ 63.7％ 

△国語の授業で、目的に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど自分の考え

が伝わるように工夫して文章を書いていますか。 
78.5％ 83.1％ 

△算数の授業の内容はよく分かりますか。 77.2％ 82.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【今後の取り組み】 

 ○正答率の低かった問題を中心にもう一度やり直し、定着を図る。 

 ○「主体的・対話的で深い学び」の実現ために授業改善をする。 

  ・国語…今後も引き続き、学習の意欲を高め、主体的に学習に取り組んでいけるように、自分で学習課題や

課題解決の方法を選択したり、協働的に学んだりできる場面を設定する。そして、振り返りの場面を

確実に設定し、学習したことを確かめて自分の学びを実感できる活動を行う。 

漢字の読み・書きの力を継続して高めていくために、毎週木曜日のミニテストを目標にした１週間

の学習計画を一層充実させていく。 

条件に応じて作文する問題の正答率が高かったが、工夫して文章を書いている意識は低かった。今

後は、授業のまとめや自分の考えをかく場面、振り返り日記（あしあとノート）を書く際に、漢字・

語句を正しく使用し、表現や構成を工夫して書くことを意識できる指導をする。 

学級やグループで話合いをすること、交流することの意義は感じているが、自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わるように資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表すること

に苦手意識を持っている児童がいるので、話す技術が向上するような授業の組み立てを意識して行っ

ていく。 

       

・算数…持っている知識を生かして思考し、問題解決することができていた。日々の授業で、「なぜその考

え方や答えになるのか」「どのように公式が成り立っているのか」と本質を捉え、算数用語を活用し

て説明する活動を大切に授業を行ってきた成果と言える。 

今後も個に応じた指導及び問題解決に向けた取り組みを言語化する活動を充実させる。また、日常

生活に密着した学習課題を設定するなど、算数の学習の必要性を感じ取ることのできる授業構成にす

る。 

一方で、わり算を中心とした四則計算の正確性に課題があることが分かった。基本的な問題を復習

し、計算問題を練習する機会を増やすことで、確実に計算力を高めていく。 

       

 

 〇 総合的な学習の時間での探究的な学びができていたり、課題の解決に向け、自分から取り組んだりするな 

ど、主体的に学習する姿が見られる。今後とも児童の興味や関心に応じたテーマで、総合的な学習の時間の 

学びを充実させていきたい。 

 ○ 各教科で学んだことを生かし、自分の考えをまとめることができていたり、他の授業でも学んだことを生

かしていたりする結果が出ている。これからも、キャリア教育の視点を基に学習していることが未来の生活

に結び付いていることを常に意識ができるような指導をする。 

 ○ コミュニティスクールを有効に活用したり、家庭と協力したりして、学習・生活の充実を図らせると共に、

より一層地域社会との連携を深める。 

 ○ 英語が好きと答えた児童が全国平均より多かった。６年生については、昨年度より教科担任制で外国語の

指導を行っており、その成果が表れている。今後も ALT と連携しながら英語学習の楽しさや今の学習が将来

どうつながるかを伝えて、英語学習により意欲がもてるようにしていきたい。 


